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 織姫と彦星の劇を観て、七夕のいわれを知った

子ども達。劇が終わり星を眺めながら『織姫と彦

星は会えたかなぁ。結婚しはったんかなぁ』と話

す姿がみられ、子ども達なりに七夕のいわれを理

解していることに感心させられました。 

 

 

 

 

 

 

☆☆彡七夕のつどい☆☆彡 
 

お星さまキラキラ✨金銀すなご～♪ 

 テントの屋根に映し出された星々を、七夕の歌のオルゴールを聞きながら

見上げる子ども達。低年齢児の子ども達は、興味を持って星を指さして見上

げていました。 

以上児になるとさすがに反応が豊かで「わぁ～きれい。」「すごいな～。」とつ

ぶやき、「ほら見て！星がちょっとずつ動いてる！」「あの星が一番光って

る！」と話しながら、じっくりと見入る様子が見られました。 

  

 7月 5日㈮、七夕の集いがありました。職員による、織姫と彦星の劇を観たり、プロ

ジェクターで映した無数の星を見あげ、七夕の雰囲気を存分に味わった子ども達です。 


